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1 ．はじめに
　私はマレーシアでの総合診療科海外実習を選択した。この報告書では，前半は，まだ海外での実習を迷っ
ている方や，海外での実習は希望するものの，どの診療科にするか決めかねている方にも参考になるように，
後半の「 ３ ．マレーシアにて」以降では，マレーシアでの実習を決めた人に向けて具体的な情報として役立
てることができるようにと思い作成した。
　私は，先輩方の報告会に何度か参加して，一番興味を惹かれたマレーシアを希望することにした。良いと
感じた点は複数あったが，それらの中で最も大きかったのは，現地の学生が積極的に日本人学生に関わりを
持ってくれるという点だった。私は，以前にも海外で １ ヶ月ほど語学研修をしたことがあったが，ホームス
テイしていたにも関わらず，帰国後，もっと会話する機会を増やせばよかった，積極的に交流を持てば良
かったという反省が残った。その点を踏まえて，マレーシアでの研修は自分に合っていると感じて選択した。
2 ．マレーシアに渡るまで
　マレーシアでの実習を希望した学生は私を含めて ５ 人おり，実習先であるマレーシアUiTMとの交渉の結
果，全員実習を許可されることとなった。渡航の半年前ぐらいに実習できることが決定し，以降は，代表の
学生 １ 名にUiTMとの連絡係をしてもらい，週 １ 回ほどのペースで， ５ 人で集まって勉強会をしたり，渡航
に必要な事を話し合ったりした。勉強会では，過去にマレーシアで実習を行った先輩方も使用していた
「１００cases」という英語の医学参考書を，当番制で司会を立てて，予習した上で話し合っていくというスタ
イルをとった。会話はなるべく英語を使って行うように努めた。その他にも，各自で英会話アプリや，スカ
イプ英会話を利用して，医学の学習と英会話力の向上の両方向から勉強するように心掛けた。それ以外の渡
航の準備としては，マレーシアまでの交通手段の手配，保険の加入，A型肝炎ワクチンや破傷風ワクチンの
予防接種と抗マラリア薬の予防内服の準備，現地学生に渡すお土産の準備，マレーシアの気候や文化などの
情報共有を行った。現地の連絡係をしてくださった事務の方はとてものんびりしていて，なかなかマレーシ
アからの返信がこなかったり，実習が決定してしばらく経ってから実習時期の変更を申し込まれたりして，
不安になることもあったが，何とか実習の目処がたち，事前の準備を終えた。半年も前から準備期間があっ
たにも関わらず，直前になって，あまり英会話力が上がっていないことなどが心配になっている状態でマ
レーシアに渡ることになった。
３ ．マレーシアにて
　往路では最寄りのクアラルンプール国際空港への到
着が予定よりも遅れ，当日泊まるはずだった空港ホテ
ルへの宿泊が出来ずにかなり疲労した状態で，何とか
滞在先の宿舎に到着した。宿舎到着は朝だったが，す
ぐに現地学生が出迎えてくれた。最初に驚いたこと
は，彼女たちの話す英語が，全く聞き取れなかったと
いうことだった。どうやら，特有のなまりが強いとい
うことがわかり，その後の ３ 週間を乗り切ることがで
きるのか，少々不安を覚えた。しかし，昼前には観光
に出ると告げられて，正直もっと休みたいと思いつつ
も，そんな間もなく街に出かける準備をした。集合場
所のロビーに向かうと，マレーの伝統料理の朝ごはん
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を買ってくれてあり，その場で食事をとりながら，実習中行動を共にするバディーの学生を紹介された。私
には，とても優しそうな女子学生がついてくれることになった。自己紹介をしたり，まだ来たばかりで慣れ
ないながらも簡単な会話をしたりして少し打ち解けてから，街へ繰り出すことになった。街までは現地学生
の車で移動した。かなりのスピードで飛ばす彼らの車に乗りながら，今後の ３ 週間に不安と期待を感じてい
た。バディー以外にも，何人かのクラスメイトが来てくれ，初日は１５名ほどでの移動となった。観光をして，
夕飯を食べて，夜帰宅した頃にはクタクタだったが，翌日も日曜日であったため，午前中から観光に出かけ
ることを告げられ，嬉しいような悲しいような気持ちになりながら初日を終えた。翌日も朝から一日観光を
して，到着して ３ 日目から，本格的は実習が始まった。私たちを世話してくれた学生たちは，その時期にプ
ライマリ・ケア科で実習していた約4０名で，女性が約 ２ / ３ と，男性よりも多かった。三つの主要民族と地
域の歴史が複雑に入り混じって並存するマレーシアは，民族構成が複雑な国のようで，単純な人口比では，
マレー系（約6５%），華人系（約２4%），インド系（印僑）（約 8 %）の割合ということだった。UiTMはマレー
シア人のために作られた大学のため，学生はもちろん全員マレーシア人であり，これは実習半ばで知ったこ
とだが，マレーシアで最難関の大学らしく，日本で言うところの東大理三のような優秀な学生だということ
だった。気軽に話していた自分の背筋が少し伸びた気がした。学生は全員イスラム教を信仰しており，一日
に数回のお祈りの時間や，男女の身体的な接触を極力避けることなど，色々な文化の違いがあって興味深
かった。病院での実習中，患者さんとの会話はすべて公用語のマレーシア語で交わされており，それを，現
地学生らが私たちに英語通訳して説明してくれた。彼らは，初等教育から英語を学んでおり，大学での授業
も英語で行われていて，流暢に英語を話していた。渡航前からわかってはいたものの，圧倒的な英語力の差
に，こちらよりも，あちらに苦労をかけているのではないかという思いが強かった。
　4０名の学生は ３ つのグループに分かれており，それぞれのグループは，週ごとに複数あるクリニックやホ
スピタルのうちのどれか １ つで実習するという流れになっていた。病院では，医師たちの外来見学，測定室
で身長，体重，血圧，血糖などの測定，処置室で傷の消毒手当などを行った。日本と大きく異なると感じた
点は，測定室の計測は，全て学生が担当すること，処置室での処置も，高い専門性が要求される一部の処置
を除いては，学生がすべて行い，医師がくまなくチェックするという体制は無いということだった。日本の
初期研修医を行うような内容を，現地の学生が実習で行っているという印象だった。また，学生が当番制で
授業をするセミナーや，実習中に自らが経験した症例を持ち寄って，医師も交えて話し合うディスカッショ
ンなど，自学自習が徹底していた。卒業と同時に，一通りのことをこなせる医師を作ることを目的としてい
るように感じ，現時点ではほぼ何もできない自分と比較して羨ましいという気持ちを持った。日本の医学生
の実習期間は長くなっているものの，内容が実習と呼ぶにふさわしいものなのかと疑問を感じた。採血は数
回しかやったことがないと話すと，とても驚かれた。彼らが住んでいるのは，私たちが滞在しているのと同
じ宿舎だが，冷房完備の私たちのゲストルームと異なり，毎日が日本の真夏日のような気候の中，彼らの部
屋にはクーラーが無く，一部屋を複数人で共有して使用する場合もあると聞き，大変な環境の中，頑張って
いるのだなと頭の下がる思いだった。
　私たちの １ 週間のスケジュールとしては，平日は，朝からクリニックで実習を行い，早ければ１５時，遅く
ても１７時くらいには実習を終えて帰宅できた。夜までは自由時間で，だいたい２０時くらいにはみんなで外出
し，外で食事をとり，夜２２時ぐらいに帰宅
するという流れだった。土日は，少し遠出
することが多く，中心街へ出かけたり，ピ
クニックも兼ねて朝日を見に行ったり，ホ
タルのきれいな川に出かけたりした。クラ
スメイトに加えて，プライマリ・ケア科以
外で実習していた学生も，ルームメイトの
つながりなどで私たちと関わりを持ってく
れ，だいたい３０-4０名ほどの学生が，日替
わりの当番制で食事や観光に連れて行って
くれた。春という時期も重なって，毎日新
歓を受けているような雰囲気だった。食事
は，大変お手頃なマレー料理の店から，イ
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ンド料理の店，彼らにとても人気のある洋食や日本
食の店など，色々な店に連れて行ってもらった。た
くさん会話をし，多くの時間を共有した。実習期間
半分を過ぎた頃には，彼らのなまりの強い英語もだ
いぶ聞き取れるようになってきたし，よく関わるメ
ンバーの性格もわかってきて，距離がぐんと近く
なったと感じた。彼らは親切で思いやりがあり，と
ても優しかった。彼らの何がここまで手厚い歓迎を
させるのか不思議に思い，それについて何度か質問
したが，なかなか明確な回答は得られなかった。あ
らゆる場面で私たちをサポートしてくれ，治安が悪
いというマレーシアで，危険な経験など全くせずに
安心して実習期間を過ごすことができてとても有り
難かった。期間の ２ / ３ を過ぎた頃には，帰りを思うと，彼らと離れるのが早くも寂しく感じてしまうほど
だった。帰国前には，彼らにお礼を兼ねて，手巻き寿司とお好み焼き，ぜんざいを用意して日本食パーティー
をしたり，焼き菓子を作って，日本からのグッズと合わせてプレゼントしたりして，感謝の思いを伝えよう
と工夫した。彼らもとても喜んでくれた様子だった。あっという間の ３ 週間を終えて，マレーシアを離れる
時，本当に寂しくて辛かった。彼らとこれからもコンタクトを取ろうと約束して，マレーシアを後にした。
４ ．実習を終えて
　マレーシアでの ３ 週間は本当にすばらしく，自分
にとってこんなにもいい実習ができたことが，振り
返っても夢の様だった。実習を通して，様々なこと
を思ったが，私が一番感動したのは，やはり彼らの
人柄の良さだった。私は，今まで，日本人ほどホス
ピタリティの精神にあふれる民族はいないのではな
いかと思っていた。おもてなし文化とも言われるよ
うに，資源のない日本がここまで世界の中で成長で
きたのは，あらゆる物事に対して，どの国の人より
も，丁寧で誠実であったことが大きいと思ってい
た。しかし，今回，マレーシアの現地学生と関わっ
て，彼らの他人に対する心遣い，医学に対する真摯
さに触れ，自分の了見が狭かったことを痛感した。日本が今後も世界の中で通用し続けるためには，日本人
の持っているそういった精神をさらに伸ばし，文化を大切にし，努力し続ける必要があると感じ，自分自身
ももっと成長していかなければならないと実感した。
